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北
九
州
市
の

　
　
国
際
環
境
協
力
と
経
験

内
藤 

英
夫

●
は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
北
九
州
市
の
国
際
環
境
協

力
に
つ
い
て
、
友
好
都
市
の
大
連
市
で

の
取
り
組
み
か
ら
昨
今
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
い
る
中
国
の
大
気
環
境
改
善
事

業
ま
で
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
本

市
が
都
市
間
連
携
・
協
力
に
よ
っ
て
、

ア
ジ
ア
の
諸
都
市
と
ど
の
よ
う
な
交

流
・
協
力
、
さ
ら
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
を
展

開
し
て
き
た
の
か
、
筆
者
の
体
験
を
基

に
記
述
し
た
も
の
で
、
ご
参
考
に
な
れ

ば
あ
り
が
た
い
。
な
お
、
意
見
等
は
北

九
州
市
を
代
表
す
る
も
の
で
は
な
い
こ

と
を
申
し
添
え
て
お
く
。

●
北
九
州
市
は
ど
ん
な
街

　

北
九
州
市
は
九
州
の
最
も
北
に
あ
る

街
で
あ
る
。
一
九
〇
一
年
官
営
八
幡
製

鐵
所
の
操
業
か
ら
発
展
し
、
重
化
学
工

業
を
主
体
と
し
た
素
材
型
産
業
（
鉄
鋼
、

化
学
、
セ
メ
ン
ト
・
窯
業
、
電
力
等
）

が
特
色
に
な
っ
て
い
る
。
素
材
型
都
市

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
一
九
五
〇
年
代
か

ら
一
九
八
〇
年
代
に
か
け
て
激
甚
な
産

業
公
害
を
体
験
し
た
。
そ
の
経
験
を
活

か
し
て
、
一
九
八
〇
年
代
か
ら
国
際
環

境
協
力
、
北
九
州
エ
コ
タ
ウ
ン
の
建
設
、

市
民
環
境
力
の
強
化
、
さ
ら
に
は
世
界

の
環
境
首
都
を
目
指
す
な
ど
の
環
境
政

策
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
低
炭
素
な
街

づ
く
り
を
目
指
し
た
「
環
境
モ
デ
ル
都

市
」
や
新
し
い
価
値
観
の
街
づ
く
り
で

あ
る
「
環
境
未
来
都
市
」
に
挑
戦
し
て

い
る
。

●
ど
の
よ
う
な
環
境
国
際
協
力
に

関
わ
っ
て
き
た
か
？

　

本
市
の
環
境
国
際
協
力
は
一
九
八
一

年
一
〇
月
、
公
害
対
策
局
（
現
環
境

局
）
職
員
三
名
を
大
連
市
に
派
遣
し
、

「
公
害
管
理
講
座
」
を
開
催
し
た
こ
と

が
始
ま
り
で
あ
る
。
し
ば
ら
く
環
境
の

交
流
は
途
切
れ
た
が
、
一
九
九
三
年
、

友
好
都
市
締
結
一
五
周
年
事
業
と
し
て
、

大
連
市
で
「
北
九
州
―
大
連
技
術
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
催
し
た
。
本
市
か
ら
産
学

官
約
五
〇
名
の
講
師
が
参
加
し
、
我
が

国
の
優
れ
た
環
境
保
全
技
術
や
生
産
性

向
上
技
術
を
紹
介
し
、
筆
者
も
初
め
て

の
海
外
出
張
と
環
境
交
流
を
経
験
し
た
。

　

さ
ら
に
、
一
九
九
二
年
、（
公
財
）

北
九
州
国
際
技
術
協
力
協
会
内
に
、
Ｋ

Ｉ
Ｔ
Ａ
環
境
協
力
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、

「
環
境
協
力
セ
ン
タ
ー
」）
を
設
立
し
、

海
外
都
市
と
の
環
境
協
力
事
業
に
本
格

的
に
取
り
組
み
始
め
た
。
当
時
も
っ
と

も
大
規
模
な
事
業
は
、
日
本
の
自
治
体

と
し
て
初
め
て
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
活
用
し
た

「
大
連
市
環
境
モ
デ
ル
地
区
整
備
計

画
」
に
関
す
る
開
発
調
査
（
一
九
九
六

～
二
〇
〇
〇
年
度
）
で
あ
る
。
調
査
か

ら
円
借
款
事
業
に
ま
で
つ
な
が
っ
た
が
、

市
内
企
業
が
絡
む
ま
で
に
は
至
ら
な

か
っ
た
。
二
一
世
紀
に
入
る
と
、
国
際

環
境
協
力
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く

変
わ
り
、
よ
り
具
体
的
な
成
果
を
求
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
地
方
は
霞

（
国
際
的
な
評
価
）
だ
け
で
は
生
き
て

い
け
な
い
。
地
域
の
活
性
化
や
発
展
、

引
い
て
は
経
済
的
な
効
果
を
求
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、「
交
流
・
協
力
か
ら

ビ
ジ
ネ
ス
へ
」
を
合
言
葉
に
新
た
な
挑

戦
が
開
始
さ
れ
た
。
し
か
し
、
当
時
、

社
会
も
企
業
も
内
需
指
向
で
、「
環

境
」
の
切
り
口
で
海
外
事
業
へ
乗
り
出

す
市
内
企
業
は
少
な
く
、
環
境
協
力
セ

ン
タ
ー
と
一
緒
に
活
動
し
て
く
れ
る
企

業
は
そ
れ
ほ
ど
な
か
っ
た
が
、
活
動
を

通
じ
て
蓄
積
さ
れ
た
経
験
は
次
の
時
代

の
礎
に
な
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

●
環
境
協
力
セ
ン
タ
ー
で
印
象
深

か
っ
た
こ
と

　

筆
者
は
二
〇
〇
〇
年
四
月
に
環
境
協

力
セ
ン
タ
ー
に
赴
任
し
て
以
来
、
六
年

間
い
ろ
い
ろ
な
協
力
事
業
に
携
わ
っ
て

き
た
。
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ス
ラ
バ
ヤ
市
で
実
施

し
た
生
ご
み
の
コ
ン
ポ
ス
ト
化
事
業

（
い
わ
ゆ
る
タ
カ
ク
ラ
式
コ
ン
ポ
ス

ト
）
で
あ
る
。
こ
の
事
業
は
今
日
の
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
事
業
に
大
き
な
影
響
を
与

え
た
も
の
と
思
っ
て
い
る
。
カ
ウ
ン

タ
ー
パ
ー
ト
探
し
や
資
金
繰
り
等
で
大

変
苦
労
し
た
が
、
協
力
事
業
の
成
功
事

例
と
思
っ
て
お
り
、
現
在
で
は
フ
ィ
リ

ピ
ン
・
メ
ト
ロ
セ
ブ
に
も
広
が
り
、
花
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を
咲
か
せ
て
い
る
。

　

ど
の
途
上
国
の
ど
の
都
市
に
行
っ
て

も
、
担
当
者
な
ど
か
ら
是
非
「
日
本
の

優
れ
た
環
境
技
術
や
製
品
」
を
教
え
て

欲
し
い
等
、
枕
詞
と
し
て
必
ず
い
わ
れ

る
。
で
も
、
最
後
の
言
葉
は
「
高
い
」

で
あ
っ
た
。
確
か
に
、
初
期
費
用
は
高

い
が
、
壊
れ
に
く
く
省
エ
ネ
で
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
費
用
を
含
め
ト
ー
タ
ル
で
考
え

る
と
安
い
と
説
明
し
て
も
、「
無
い
袖

は
振
れ
な
い
」
で
あ
っ
た
。
日
本
の
企

業
や
、
市
内
の
企
業
の
技
術
や
製
品
が

ど
う
す
れ
ば
売
れ
る
の
か
ず
っ
と
悩
み

続
け
て
い
た
時
代
で
あ
っ
た
。

●
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
再
挑
戦
と
新
た

な
う
ね
り

　

二
年
間
こ
の
分
野
か
ら
離
れ
て
い
た

が
、
二
〇
〇
八
年
四
月
再
挑
戦
の
機
会

が
訪
れ
た
。
日
中
政
府
間
の
覚
書
に
基

づ
き
、
中
国
の
資
源
循
環
型
都
市
づ
く

り
に
協
力
す
る
も
の
で
、
中
国
の
青
島

市
や
天
津
市
と
、
廃
家
電
や
廃
自
動
車

等
の
リ
サ
イ
ク
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を
担
当
し

た
。
こ
の
事
業
に
か
な
り
の
め
り
込
み
、

四
年
間
携
わ
り
、
日
本
や
中
国
の
リ
サ

イ
ク
ル
事
業
を
勉
強
し
な
が
ら
、
市
内

企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
う
か

が
っ
た
が
、
こ
こ
で
も
厚
い
壁
に
ぶ
ち

当
た
っ
て
し
ま
い
う
ま
く
い
か
な
か
っ

た
。
こ
の
経
験
は
今
の
仕
事
に
大
き
く

役
立
っ
て
い
る
。

　

本
市
が
二
〇
〇
八
年
七
月
、「
環
境

モ
デ
ル
都
市
」
に
選
定
さ
れ
、
大
き
な

変
動
期
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
本

市
は
ア
ジ
ア
地
域
で
二
〇
五
〇
年
度
ま

で
に
一
五
〇
％
（
二
〇
〇
五
年
度
市
内

排
出
量
比
）
の
温
室
効
果
ガ
ス
を
削
減

す
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
、
そ
の
拠
点

と
し
て
「
ア
ジ
ア
低
炭
素
化
セ
ン
タ
ー

（
以
下
、「
ア
ジ
低
」）
を
、
二
〇
一
〇

年
六
月
に
設
立
し
た
。
ア
ジ
低
が
環
境

ビ
ジ
ネ
ス
の
最
前
線
で
様
々
な
事
業
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
。

　

こ
の
四
年
半
の
間
に
、
二
〇
名
を
超

え
る
市
職
員
が
七
九
件
の
調
査
等
の
事

業
に
従
事
し
、
ま
た
関
わ
っ
た
企
業
は

八
一
社
（
市
内
企
業
三
九
社
）
に
の
ぼ

り
、
海
外
の
一
二
カ
国
・
四
五
都
市
で

活
動
し
て
き
た
。

●
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
わ
っ
て
感

じ
た
こ
と

　

環
境
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
わ
っ
て
難
し
く

思
う
の
は
企
業
と
の
付
き
合
い
方
で
あ

る
。
企
業
側
に
近
づ
き
す
ぎ
て
も
、
ま

た
離
れ
過
ぎ
て
も
う
ま
く
い
か
な
い
、

寄
り
添
い
つ
つ
も
ツ
キ
離
す
絶
妙
な
バ

ラ
ン
ス
感
覚
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、

お
上
意
識
を
捨
て
企
業
の
方
々
と
同
じ

目
線
で
し
っ
か
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
と
れ
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

　

長
年
廃
棄
物
分
野
に
関
わ
っ
て
や
っ

と
分
か
っ
た
こ
と
は
、
日
本
の
リ
サ
イ

ク
ル
シ
ス
テ
ム
は
素
晴
ら
し
い
、
世
界

で
も
引
け
を
取
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
で
使
う
機
器

は
日
本
製
に
限
る
必
要
は
な
い
と
思
う

よ
う
に
な
っ
た
。
む
し
ろ
日
本
製
以
外

で
あ
る
方
が
経
済
的
で
持
続
可
能
な
経

営
に
繋
が
る
と
思
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
嫌
っ
て
い
た
大
陸
育
ち
の
ド
イ
ツ
製

品
も
捨
て
た
も
の
で
な
い
と
思
う
よ
う

に
な
っ
た
。

　

海
外
に
進
出
す
る
企
業
は
リ
ス
ク
を

覚
悟
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
資
金
的

な
支
援
を
上
手
く
繋
げ
て
い
く
こ
と
も

大
切
で
あ
る
。
し
か
し
、
二
～
三
年
真

剣
に
取
り
組
ん
で
目
が
出
な
い
時
は
諦

め
が
肝
心
と
思
っ
て
い
る
。
自
己
資
金

は
ビ
タ
一
文
出
さ
な
い
、
リ
ス
ク
を
取

ら
な
い
企
業
、
ま
た
意
思
決
定
が
遅
い

企
業
は
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
を
し
な
い
方
が

よ
い
と
思
っ
て
い
る
。

●
お
わ
り
に

　

さ
て
、
筆
者
は
現
在
、
中
国
の
大
気

環
境
改
善
協
力
を
担
当
し
て
い
る
。
大

気
汚
染
、
特
に
微
小
粒
子
状
物
質
で
成

果
を
短
期
間
で
出
す
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

不
可
能
と
考
え
て
い
る
。

　

相
手
都
市
の
交
流
を
進
め
な
が
ら
、

本
市
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
ど
の
よ
う
に

繋
げ
て
い
く
の
か
、
ま
た
眠
れ
な
い

日
々
を
過
ご
す
こ
と
に
な
る
の
で
は
と

思
っ
て
い
る
。

　

国
際
環
境
協
力
に
関
わ
っ
て
十
数
年

が
経
ち
私
に
と
っ
て
は
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン

ス
と
考
え
て
お
り
、
本
成
功
事
例
を
作

り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

私
が
関
係
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
で
成
功
し

た
事
例
は
な
く
、
失
敗
の
連
続
で
あ
る
。

そ
う
い
う
筆
者
が
書
い
た
も
の
と
の
前

提
で
読
ん
で
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
な
い
と
う　

ひ
で
お
／
北
九
州
市
環

境
局
環
境
国
際
担
当
部
長
）
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